
2007まちづくりシンポジウム
創造性がまちをつくる

7
月
１
日
、
勝
山
橋
上
流
で
平
成
１９
年
度
水
防
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、
大
雨
洪
水
警
報

発
令
の
な
か
九
頭
竜
川
右
岸
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
、
堤

防
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
足
羽
川
が
氾
濫
し
た
平
成
１６
年
福
井
豪
雨
の
記

憶
も
新
し
く
、
ま
た
、
数
日
前
に
は
大
雨
が
降
り
九

頭
竜
川
が
増
水
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
参
加
し
た
消

防
職
員
や
消
防
団
員
ら
の
目
は
真
剣
。

参
加
者
全
員
で
土
の
う
を
約
4
0
0
袋
作
成
す
る

と
、
各
班
に
分
か
れ
様
々
な
水
防
工
法
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
枠
入
れ
工
法
と
呼
ば
れ
る
作
業
で
は
、
丸

太
約
２０
本
を
使
い
三
角
錐
の
形
を
作
っ
て
そ
の
中
に

土
の
う
を
積
む
と
い
う
も
の
で
す
。
完
成
し
た
工
作

物
は
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
川
に
入
れ
る
と
、
流
れ
を

変
え
た
り
勢
い
を
弱
め
た
り
で
き
る
効
果
が
あ
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、
勝
山
市
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
応
急
炊
飯

や
消
防
職
員
に
よ
る
救
助
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る

救
出
訓
練

も
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
19
年
度
水
防
訓
練

増
水
期
に
備
え
て

幼児教育研究大会
子どもを認めてほめることで心を健やかに
幼稚園父母の会連合会（笠川孝之会長）では、子ども

の幸せを考えるつどいとして、7月4日、福祉健康セン

ター「すこやか」を会場に、幼児教育研究大会を開催し

たところ、約60名の保護者のかたが集まり、会場はほ

ぼ満席となりました。

同連合会では、光陽生協病院のカウンセラーで子ども

の心理分析の専門家である熊谷香菜江先生を講師にお招

きし、不登校やいじめにあうなど心の病を持った子ども

の絵を通して、子どもの心理を察知し、子どもとどのよ

うに向き合うべきかについて考えました。今回の講演で、

「人間は、自分が認められることで自信がつき、成長し

ていくもの。ほめればさらに成長が加速します。」と熊

谷先生は指摘され、「こどもの話を聞くときは、うなず

いてあげると心が落ち着き、開かれていきます。皆さん

も、ぜひがんばって、このような態度で子どもと向き合

ってください。」と保護者の皆さんを励まされました。

講演会では、話を聞く以外にも、参加者全員が心理テ

ストの結果を「エゴグラム」というグラフで表し、その

形から性格判断を行いました。また参加者は、4人グル

ープをつくり、向かい合った人同士で家族の良い点や相

手をほめたりすることで、人間の心理の不思議さや面白

さを体験していました。

心に病をもつ子らが描いた絵を使って子どもの心理に
ついて説明される熊谷先生
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番線を使って丸太を固定する消防団員

まちづくりについて真剣に話し合うパネラー

見
事
！
県
下
総
合
選
手
権
で
優
勝

決
め
手
は
団
結
力
!!勝

山
北
部
中
学
校
相
撲
部

相
撲
の
県
下
総
合
選
手
権
が
6
月
１７
日

に
県
立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら

9
中
学
校
が
出
場
し
、
勝
山
北
部
中
学
校

（
戸
田
昭
仁
校
長
）
相
撲
部
が
並
居
る
強

豪
を
押
し
破
り
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
日
頃
の
練
習
で
は
、
基
本
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
、
お
互
い
声
を
出
し
合
っ
て

団
結
力
を
深
め
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
こ

と
で
自
分
の
欠
点
を
克
服
す
る
こ
と
を
念

頭
に
チ
ー
ム
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
、
四
股
か

ら
始
ま
り
、
準
備
体
操
、
摺
足
、

腕
立
て
伏
せ
、
一
押
し
、
練
習

相
撲
、
ぶ
つ
か
り
稽
古
、
股
割

り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
と
一
通
り
こ

な
し
て
約
2
時
間
。
体
を
柔
ら

か
く
す
る
こ
と
で
、
怪
我
を
し

に
く
く
な
り
、
相
撲
の
技
が
増

え
る
と
い
い
ま
す
。

「
県
大
会
で
優
勝
で
き
た
勝

因
は
、
本
番
で
も
お
互
い
声
を

掛
け
合
い
、
他
の
チ
ー
ム
よ
り

も
団
結
力
が
あ
っ
た
か
ら
。」

と
宇
佐
美
大
希
主
将
は
断
言
し

ま
す
。
今
後
の
目
標
は
7
月
２８

日
に
行
わ
れ
る
全
国
中
学
校
相

撲
大
会
県
予
選
会
で
優
勝
し
、

青
森
で
開
催
さ
れ
る
同
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
。

宇
佐
美
主
将
が
相
撲
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
、「
礼
儀
と
心
技
体
の
充
実
、
団
結
し

て
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
の
大
事
さ
で

す
。
こ
れ
ま
で
主
将
と
し
て
練
習
内
容
を

考
え
、
自
分
を
強
く
鍛
え
他
の
選
手
の
模

範
と
な
り
引
っ
張
っ
て
い
く
の
は
大
変
で

し
た
。
今
後
も
得
意
の
押
し
で
が
ん
ば
り

ま
す
。」
と
に
っ
こ
り
笑
い
ま
し
た
。

快
挙
！
中
部
日
本
中
学
校
野
球
大
会
県
予
選
優
勝

目
指
せ
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
の
覇
者

勝
山
中
部
中
学
校
軟
式
野
球
部

中
部
日
本
中
学
校
野
球
大
会
県
予
選
会

が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
区
代
表
校
１６
チ
ー

ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
中

で
、
勝
山
中
部
中
学
校
（
安
岡
明
治
校
長
）

が
優
勝
し
、
同
校
軟
式
野
球
部
で
は
初
め

て
と
な
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
同
校
軟
式
野
球
部
は
、
8
月
１３

日
か
ら
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
中

部
日
本
地
区
選
抜
中
学
軟
式
野
球
大

会
に
、
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
軟
式
野
球
部
の
指
導
に

あ
た
っ
て
き
た
山
中
徹
夫
監
督
は
、

「
明
る
い
チ
ー
ム
で
、
試
合
中
も
よ

く
声
が
出
て
い
ま
す
。
日
頃
の
練
習

で
は
、
時
間
に
な
る
と
全
員
が
き
ち

ん
と
集
ま
り
ま
す
。」
と
チ
ー
ム
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
中
部
日
本
大
会
に
は
、
暑
さ
に
負

け
ず
、
強
い
気
持
ち
と
集
中
力
で
が

ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
、
我

が
子
を
慈
し
む
よ
う
に
期
待
の
言
葉

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

目
標
は
？
と
の
質
問
に
、
黒
田
啓

悟
主
将
（
3
年
）
は
「
中
部
日
本
大

会
で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。」
と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
即
座
に
返
事
を

返
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
し
か
し
、

試
合
の
後
半
に
な
る
と
集
中
力
が
欠
け

て
、
エ
ラ
ー
が
出
た
り
、
チ
ャ
ン
ス
に
得

点
が
で
き
ま
せ
ん
。
中
部
日
本
大
会
で
は

暑
さ
も
加
わ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
全
員
で

集
中
力
を
養
い
た
い
で
す
。」
と
、
し
っ

か
り
今
後
の
課
題
と
目
標
を
つ
か
ん
で
い

ま
し
た
。
３９
名
の
部
員
が
新
た
な
栄
光
に

向
か
い
、一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

6月23日、地域文化資源を活かしたまちづくりをこれか

らどうデザインするかを考えようと、勝山ニューホテルでま

ちづくりシンポジウムが開催され、関係者や市民約100人

が参加しました。

基調講演では宗田好文氏（京都府立大学人間環境学部准教

授）が、イギリスやイタリアの都市での事例を紹介しながら、

「遺産が地域によって守られると、その取り組みが変わって

くる。」と話され、まちづくりの方向性を共有することが大

事であると提言されました。

続いて行われた討論会では山岸市長ら6人が参加し、それ

ぞれの立場からまちづくりへの取り組みや問題点について話

し合いました。市長は「がんばっている地域にはもっと応援

をし、成功事例については事業化を進めていきたい。」と今

後の方向性を示すと、コーディネーターを務めた山崎茂雄氏

（福井県立大学准教授）からは、「創造性をいかにまちに残す

か、その環境づくりが自治体にとって大事である。」と話さ

れ、人が工夫することでまちが良くなっていくことを強調さ

れました。前列中央が宇佐美主将

最後列右から2人目が黒田主将。右奥が山中監督


